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成果の概要 / 段上翔太郎 

 

【研究集会の概要】 

国際粉体ナノ技術フォーラム（IPNF; International Powder and Nanotechnology Forum）は，2009年からドイ

ツ化学工学バイオ学会（（DECHEMA）が 3年ごとに主催する世界最大の化学関連の総合展示会 ACHEMA

において，日本粉体工業技術協会の分科会と DECHEMAおよび日本化学工学会が共催するフォーラムで

ある。その後日本の化学関連の総合展示会 INCHEM TOKYO でも開催されるようになり，現在ではほと

んど毎年ドイツまたは日本で開催されている。本フォーラムは，主に粉体とナノテクノロジーの最新技

術に関して国内外の研究者やエンジニアが交流を深める場となっている。本年度の IPNF2024 は，ドイツ

ヘッセン州フランクフルトで開催された ACHEMA2024 内で 2024年 6月 11日から 12 日までの 2日間開

催され，基調講演 3件，特別講演 5件，招待講演 11件，ポスター発表 14件が行われた。 

 

【発表成果】 

本発表は，6月 12日 11時 45 分から 13時 40分の間，フォーラム中のポスターセッションにて行われた。

発表題目は”Room-temperature synthesis of Pd-Ru Alloy Nanoparticles Using a Microreactor”である。以下に発

表の概要を示す。 

固溶体型合金ナノ粒子（ANPs）は，組成や粒子径の調節により物理・化学的特性を制御できるため，

単一組成では不可能な機能性材料の創出に向け期待されている。特に近年では，系の大きさをナノサイ

ズ化することで，バルクの相図にはない新たな固溶相が得られることが報告されている。従来，バルク状

態で非相溶な元素系の ANPs の合成は，ポリオール法やソルボサーマル法などの，高温，高圧，有機溶媒

の使用といった厳しい反応条件を要する。我々は，バルク状態では非相溶系である Pd-Ru 系をモデルと

して選択し，Pd-Ru ANPsの簡易合成手法の確立のため，溶液の混合特性が極めて高く瞬時に均一な混合

場を形成することができる中心衝突型マイクロリアクタを用いることで，室温かつ水溶液条件での合成

に取り組んだ。本研究では，室温条件下での組成制御および粒子形成機構の解明を目的に，種々の条件で

合成した ANPsの結晶構造を解析した。その結果，均一な反応場において還元剤濃度を調節することで，

粒子形成過程における律速段階を制御できることが明らかとなった。その結果，全組成域にわたって，室

温かつ水溶液条件で組成制御を実現した。さらに，室温で合成した Pd-Ru ANPsに対して CO 酸化反応速

度を測定した結果，Ru組成の増大に伴い結晶性が低下することが，むしろ触媒活性を高める可能性があ

ることを発表した。 

発表中には，多くの大学研究者や企業研究者に足を運んでいただき，約２時間のポスターセッション中

は絶えず実りある議論を行うことができた。また，発表内容および発表方法が評価され，Outstanding 

Poster Presentation Awardを受賞することができた。 
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